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環境活動報告

低炭素社会の構築環境活動

2018年度環境活動概要 第6次環境取組みプランの実績（2016〜2020年）
　当社の環境活動の指針として「第6次環境取組みプラン」を策定し、具体的な数値目標を掲げ、その実現に向けて取
り組んでいます。2018年度はすべての目標を達成することができました。

具体的な実施事項 2018年度目標値 2018年度実績2018年度活動実績 参照頁評価

	低CO₂生産技術の開発・導入 	再生可能エネルギーの導入
	省エネ分科会による生産設備の省エネ改善
	省エネ改善事例の横展開活動
	からくり事例の横展開活動
	啓発活動（展示会、優秀事例表彰）

東海理化グループ

92.6
t-CO₂/億円

東海理化グループ

85.4
t-CO₂/億円 P.38

 日常改善活動によるCO₂低減活動の推進
東海理化

47.6
t-CO₂/億円

東海理化

43.3
t-CO₂/億円

 軽量化・小型化設計の推進
 新エネルギー動向に対応した新製品・技術の開発
 主要製品のライフサイクルにおけるCO₂排出量の把握と見える化

 軽量化・小型化推進 − − P.42

エネルギー起源以外の温室効果ガスの管理
マグネシウム鋳造で使用するSF₆ガス使用量の低減 マグネシウム鋳造工程でのSF₆代替ガス利用 − − P.43

 輸送効率の一層の改善によるCO₂低減活動の推進 ルート見直しによる輸送効率化
荷姿改善による輸送効率化

東海理化

1.27
t-CO₂/億円

東海理化

1.15
t-CO₂/億円

P.43

CO₂排出量の低減

製品の軽量化・小型化設計の推進

温室効果ガスの低減

物流活動における輸送効率の追求と
CO₂排出量の低減

低炭素社会の構築

	PRTR対象物質の継続的管理と低減活動の推進 	PRTR対象物質の使用量低減
	VOCの排出量低減 − − P.44

 各国、各地域の法規動向を踏まえた製品含有化学物質の管理充実と、
　より環境負荷の少ない物質への切替え推進

 はんだの鉛フリー化推進
 新規規制物質を含まない製品への切替え − − P.45

 地域社会と連携した社会貢献活動、ボランティア活動の推進
 環境活動への助成強化  地域社会と連携した社会貢献・ボランティア活動 − − P.45
オールトヨタで共有する生物多様性ガイドラインおよび各地域のニーズに応じた
環境保全・生物多様性保全の推進
各地域の事業所やフィールドを活用した地域に根差した教育の実施

 植樹、里山保全活動
オールトヨタ連携活動への参画 − − P.46環境保全・生物多様性保全の推進

生産活動における環境負荷物質の低減

製品含有化学物質管理の充実

自然共生社会構築に資する
社会貢献活動の推進

自然共生社会の構築

物流活動における梱包・包装資材の
低減と資源の有効利用

	リサイクル配慮設計の推進とリサイクルしやすい材料の使用推進 	設計見直しによる解体性の向上
	リサイクル材の活用推進 − − P.47

 リターナブル化、包装材の軽量化を中心に改善を推進  収容方法見直しによる梱包・包装資材の低減
 梱包資材のリユース化

東海理化

0.60
t/億円

東海理化

0.55
t/億円

P.47

 排出物低減生産技術の開発・導入と日常改善活動による排出物低減活動の推進  生産の歩留り改善
 3R（リデュース、リユース、リサイクル）活動の推進

東海理化

2.31
t/億円

東海理化

1.79
t/億円

P.48

 各国、各地域の水環境事情を考慮し、継続的な水使用量低減活動を推進  水のリサイクル利用（半導体、めっき工程）
 水のリスク評価 − − P.49

リサイクルしやすい
製品設計と技術開発の推進

生産活動における排出物の低減と
資源の有効利用

生産活動における水使用量の低減

循環型社会の構築

	各国、各地域での環境委員会活動の充実による環境パフォーマンス向上に向けた
　活動の強化
	各国、各地域の環境法令順守と環境リスクの未然防止活動強化

	連結環境マネジメントの強化・推進
	海外生産拠点のEMS外部認証取得
	PCBの適正処理

− − P.50

サプライヤーとの連携を一層強化し、グローバルで共に環境を良くする活動を推進  協力会社への環境情報展開
 協力会社との現地研鑽活動 − − P.52

 各国、各地域での低公害車の導入拡大  低公害車の導入拡大 −
東海理化

44.4%
P.52

 グローバルでの環境教育を通じた環境保全意識の啓発推進  教育実施による環境キーマン育成
 環境月間での啓発活動展開 − − P.53

 環境に関する情報開示の更なる内容充実
 各地域での環境コミュニケーション活動の充実

 東海理化レポート、エコデータファイルの発行
 地域懇談会の開催 − − P.53

連結環境マネジメントの強化推進

各国、各地域の都市大気環境改善

グローバル社員教育・啓発活動の強化

ビジネスパートナーと連携した
環境活動の推進

環境情報の積極的開示と
コミュニケーションの充実

環境経営
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ビジネスパートナーと連携した
環境活動の推進

環境情報の積極的開示と
コミュニケーションの充実

環境経営
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自然共生社会の構築 循環型社会の構築 環境経営

環境活動報告

低炭素社会の構築環境活動

2018年度環境活動概要 第6次環境取組みプランの実績（2016〜2020年）
　当社の環境活動の指針として「第6次環境取組みプラン」を策定し、具体的な数値目標を掲げ、その実現に向けて取
り組んでいます。2018年度はすべての目標を達成することができました。

具体的な実施事項 2018年度目標値 2018年度実績2018年度活動実績 参照頁評価

	低CO₂生産技術の開発・導入 	再生可能エネルギーの導入
	省エネ分科会による生産設備の省エネ改善
	省エネ改善事例の横展開活動
	からくり事例の横展開活動
	啓発活動（展示会、優秀事例表彰）

東海理化グループ

92.6
t-CO₂/億円

東海理化グループ

85.4
t-CO₂/億円 P.38

 日常改善活動によるCO₂低減活動の推進
東海理化

47.6
t-CO₂/億円

東海理化

43.3
t-CO₂/億円

 軽量化・小型化設計の推進
 新エネルギー動向に対応した新製品・技術の開発
 主要製品のライフサイクルにおけるCO₂排出量の把握と見える化

 軽量化・小型化推進 − − P.42

エネルギー起源以外の温室効果ガスの管理
マグネシウム鋳造で使用するSF₆ガス使用量の低減 マグネシウム鋳造工程でのSF₆代替ガス利用 − − P.43

 輸送効率の一層の改善によるCO₂低減活動の推進 ルート見直しによる輸送効率化
荷姿改善による輸送効率化

東海理化

1.27
t-CO₂/億円

東海理化

1.15
t-CO₂/億円

P.43

CO₂排出量の低減

製品の軽量化・小型化設計の推進

温室効果ガスの低減

物流活動における輸送効率の追求と
CO₂排出量の低減

低炭素社会の構築

	PRTR対象物質の継続的管理と低減活動の推進 	PRTR対象物質の使用量低減
	VOCの排出量低減 − − P.44

 各国、各地域の法規動向を踏まえた製品含有化学物質の管理充実と、
　より環境負荷の少ない物質への切替え推進

 はんだの鉛フリー化推進
 新規規制物質を含まない製品への切替え − − P.45

 地域社会と連携した社会貢献活動、ボランティア活動の推進
 環境活動への助成強化  地域社会と連携した社会貢献・ボランティア活動 − − P.45
オールトヨタで共有する生物多様性ガイドラインおよび各地域のニーズに応じた
環境保全・生物多様性保全の推進
各地域の事業所やフィールドを活用した地域に根差した教育の実施

 植樹、里山保全活動
オールトヨタ連携活動への参画 − − P.46環境保全・生物多様性保全の推進

生産活動における環境負荷物質の低減

製品含有化学物質管理の充実

自然共生社会構築に資する
社会貢献活動の推進

自然共生社会の構築

物流活動における梱包・包装資材の
低減と資源の有効利用

	リサイクル配慮設計の推進とリサイクルしやすい材料の使用推進 	設計見直しによる解体性の向上
	リサイクル材の活用推進 − − P.47

 リターナブル化、包装材の軽量化を中心に改善を推進  収容方法見直しによる梱包・包装資材の低減
 梱包資材のリユース化

東海理化

0.60
t/億円

東海理化

0.55
t/億円

P.47

 排出物低減生産技術の開発・導入と日常改善活動による排出物低減活動の推進  生産の歩留り改善
 3R（リデュース、リユース、リサイクル）活動の推進

東海理化

2.31
t/億円

東海理化

1.79
t/億円

P.48

 各国、各地域の水環境事情を考慮し、継続的な水使用量低減活動を推進  水のリサイクル利用（半導体、めっき工程）
 水のリスク評価 − − P.49

リサイクルしやすい
製品設計と技術開発の推進

生産活動における排出物の低減と
資源の有効利用

生産活動における水使用量の低減

循環型社会の構築

	各国、各地域での環境委員会活動の充実による環境パフォーマンス向上に向けた
　活動の強化
	各国、各地域の環境法令順守と環境リスクの未然防止活動強化

	連結環境マネジメントの強化・推進
	海外生産拠点のEMS外部認証取得
	PCBの適正処理

− − P.50

サプライヤーとの連携を一層強化し、グローバルで共に環境を良くする活動を推進  協力会社への環境情報展開
 協力会社との現地研鑽活動 − − P.52

 各国、各地域での低公害車の導入拡大  低公害車の導入拡大 −
東海理化

44.4%
P.52

 グローバルでの環境教育を通じた環境保全意識の啓発推進  教育実施による環境キーマン育成
 環境月間での啓発活動展開 − − P.53

 環境に関する情報開示の更なる内容充実
 各地域での環境コミュニケーション活動の充実

 東海理化レポート、エコデータファイルの発行
 地域懇談会の開催 − − P.53

連結環境マネジメントの強化推進

各国、各地域の都市大気環境改善

グローバル社員教育・啓発活動の強化

ビジネスパートナーと連携した
環境活動の推進

環境情報の積極的開示と
コミュニケーションの充実

環境経営
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低炭素社会の構築環境活動

2018年度環境活動概要 第6次環境取組みプランの実績（2016〜2020年）
　当社の環境活動の指針として「第6次環境取組みプラン」を策定し、具体的な数値目標を掲げ、その実現に向けて取
り組んでいます。2018年度はすべての目標を達成することができました。

具体的な実施事項 2018年度目標値 2018年度実績2018年度活動実績 参照頁評価

	低CO₂生産技術の開発・導入 	再生可能エネルギーの導入
	省エネ分科会による生産設備の省エネ改善
	省エネ改善事例の横展開活動
	からくり事例の横展開活動
	啓発活動（展示会、優秀事例表彰）

東海理化グループ

92.6
t-CO₂/億円

東海理化グループ

85.4
t-CO₂/億円 P.38

 日常改善活動によるCO₂低減活動の推進
東海理化

47.6
t-CO₂/億円

東海理化

43.3
t-CO₂/億円

 軽量化・小型化設計の推進
 新エネルギー動向に対応した新製品・技術の開発
 主要製品のライフサイクルにおけるCO₂排出量の把握と見える化

 軽量化・小型化推進 − − P.42

エネルギー起源以外の温室効果ガスの管理
マグネシウム鋳造で使用するSF₆ガス使用量の低減 マグネシウム鋳造工程でのSF₆代替ガス利用 − − P.43

 輸送効率の一層の改善によるCO₂低減活動の推進 ルート見直しによる輸送効率化
荷姿改善による輸送効率化

東海理化

1.27
t-CO₂/億円

東海理化

1.15
t-CO₂/億円

P.43

CO₂排出量の低減

製品の軽量化・小型化設計の推進

温室効果ガスの低減

物流活動における輸送効率の追求と
CO₂排出量の低減

低炭素社会の構築

	PRTR対象物質の継続的管理と低減活動の推進 	PRTR対象物質の使用量低減
	VOCの排出量低減 − − P.44

 各国、各地域の法規動向を踏まえた製品含有化学物質の管理充実と、
　より環境負荷の少ない物質への切替え推進

 はんだの鉛フリー化推進
 新規規制物質を含まない製品への切替え − − P.45

 地域社会と連携した社会貢献活動、ボランティア活動の推進
 環境活動への助成強化  地域社会と連携した社会貢献・ボランティア活動 − − P.45
オールトヨタで共有する生物多様性ガイドラインおよび各地域のニーズに応じた
環境保全・生物多様性保全の推進
各地域の事業所やフィールドを活用した地域に根差した教育の実施

 植樹、里山保全活動
オールトヨタ連携活動への参画 − − P.46環境保全・生物多様性保全の推進

生産活動における環境負荷物質の低減

製品含有化学物質管理の充実

自然共生社会構築に資する
社会貢献活動の推進

自然共生社会の構築

物流活動における梱包・包装資材の
低減と資源の有効利用

	リサイクル配慮設計の推進とリサイクルしやすい材料の使用推進 	設計見直しによる解体性の向上
	リサイクル材の活用推進 − − P.47

 リターナブル化、包装材の軽量化を中心に改善を推進  収容方法見直しによる梱包・包装資材の低減
 梱包資材のリユース化

東海理化

0.60
t/億円

東海理化

0.55
t/億円

P.47

 排出物低減生産技術の開発・導入と日常改善活動による排出物低減活動の推進  生産の歩留り改善
 3R（リデュース、リユース、リサイクル）活動の推進

東海理化

2.31
t/億円

東海理化

1.79
t/億円

P.48

 各国、各地域の水環境事情を考慮し、継続的な水使用量低減活動を推進  水のリサイクル利用（半導体、めっき工程）
 水のリスク評価 − − P.49

リサイクルしやすい
製品設計と技術開発の推進

生産活動における排出物の低減と
資源の有効利用

生産活動における水使用量の低減

循環型社会の構築

	各国、各地域での環境委員会活動の充実による環境パフォーマンス向上に向けた
　活動の強化
	各国、各地域の環境法令順守と環境リスクの未然防止活動強化

	連結環境マネジメントの強化・推進
	海外生産拠点のEMS外部認証取得
	PCBの適正処理

− − P.50

サプライヤーとの連携を一層強化し、グローバルで共に環境を良くする活動を推進  協力会社への環境情報展開
 協力会社との現地研鑽活動 − − P.52

 各国、各地域での低公害車の導入拡大  低公害車の導入拡大 −
東海理化

44.4%
P.52

 グローバルでの環境教育を通じた環境保全意識の啓発推進  教育実施による環境キーマン育成
 環境月間での啓発活動展開 − − P.53

 環境に関する情報開示の更なる内容充実
 各地域での環境コミュニケーション活動の充実

 東海理化レポート、エコデータファイルの発行
 地域懇談会の開催 − − P.53

連結環境マネジメントの強化推進

各国、各地域の都市大気環境改善

グローバル社員教育・啓発活動の強化

ビジネスパートナーと連携した
環境活動の推進

環境情報の積極的開示と
コミュニケーションの充実

環境経営
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低炭素社会の構築環境活動

2018年度環境活動概要 第6次環境取組みプランの実績（2016〜2020年）
　当社の環境活動の指針として「第6次環境取組みプラン」を策定し、具体的な数値目標を掲げ、その実現に向けて取
り組んでいます。2018年度はすべての目標を達成することができました。

具体的な実施事項 2018年度目標値 2018年度実績2018年度活動実績 参照頁評価

	低CO₂生産技術の開発・導入 	再生可能エネルギーの導入
	省エネ分科会による生産設備の省エネ改善
	省エネ改善事例の横展開活動
	からくり事例の横展開活動
	啓発活動（展示会、優秀事例表彰）

東海理化グループ

92.6
t-CO₂/億円

東海理化グループ

85.4
t-CO₂/億円 P.38

 日常改善活動によるCO₂低減活動の推進
東海理化

47.6
t-CO₂/億円

東海理化

43.3
t-CO₂/億円

 軽量化・小型化設計の推進
 新エネルギー動向に対応した新製品・技術の開発
 主要製品のライフサイクルにおけるCO₂排出量の把握と見える化

 軽量化・小型化推進 − − P.42

エネルギー起源以外の温室効果ガスの管理
マグネシウム鋳造で使用するSF₆ガス使用量の低減 マグネシウム鋳造工程でのSF₆代替ガス利用 − − P.43

 輸送効率の一層の改善によるCO₂低減活動の推進 ルート見直しによる輸送効率化
荷姿改善による輸送効率化

東海理化

1.27
t-CO₂/億円

東海理化

1.15
t-CO₂/億円

P.43

CO₂排出量の低減

製品の軽量化・小型化設計の推進

温室効果ガスの低減

物流活動における輸送効率の追求と
CO₂排出量の低減

低炭素社会の構築

	PRTR対象物質の継続的管理と低減活動の推進 	PRTR対象物質の使用量低減
	VOCの排出量低減 − − P.44

 各国、各地域の法規動向を踏まえた製品含有化学物質の管理充実と、
　より環境負荷の少ない物質への切替え推進

 はんだの鉛フリー化推進
 新規規制物質を含まない製品への切替え − − P.45

 地域社会と連携した社会貢献活動、ボランティア活動の推進
 環境活動への助成強化  地域社会と連携した社会貢献・ボランティア活動 − − P.45
オールトヨタで共有する生物多様性ガイドラインおよび各地域のニーズに応じた
環境保全・生物多様性保全の推進
各地域の事業所やフィールドを活用した地域に根差した教育の実施

 植樹、里山保全活動
オールトヨタ連携活動への参画 − − P.46環境保全・生物多様性保全の推進

生産活動における環境負荷物質の低減

製品含有化学物質管理の充実

自然共生社会構築に資する
社会貢献活動の推進

自然共生社会の構築

物流活動における梱包・包装資材の
低減と資源の有効利用

	リサイクル配慮設計の推進とリサイクルしやすい材料の使用推進 	設計見直しによる解体性の向上
	リサイクル材の活用推進 − − P.47

 リターナブル化、包装材の軽量化を中心に改善を推進  収容方法見直しによる梱包・包装資材の低減
 梱包資材のリユース化

東海理化

0.60
t/億円

東海理化

0.55
t/億円

P.47

 排出物低減生産技術の開発・導入と日常改善活動による排出物低減活動の推進  生産の歩留り改善
 3R（リデュース、リユース、リサイクル）活動の推進

東海理化

2.31
t/億円

東海理化

1.79
t/億円

P.48

 各国、各地域の水環境事情を考慮し、継続的な水使用量低減活動を推進  水のリサイクル利用（半導体、めっき工程）
 水のリスク評価 − − P.49

リサイクルしやすい
製品設計と技術開発の推進

生産活動における排出物の低減と
資源の有効利用

生産活動における水使用量の低減

循環型社会の構築

	各国、各地域での環境委員会活動の充実による環境パフォーマンス向上に向けた
　活動の強化
	各国、各地域の環境法令順守と環境リスクの未然防止活動強化

	連結環境マネジメントの強化・推進
	海外生産拠点のEMS外部認証取得
	PCBの適正処理

− − P.50

サプライヤーとの連携を一層強化し、グローバルで共に環境を良くする活動を推進  協力会社への環境情報展開
 協力会社との現地研鑽活動 − − P.52

 各国、各地域での低公害車の導入拡大  低公害車の導入拡大 −
東海理化

44.4%
P.52

 グローバルでの環境教育を通じた環境保全意識の啓発推進  教育実施による環境キーマン育成
 環境月間での啓発活動展開 − − P.53

 環境に関する情報開示の更なる内容充実
 各地域での環境コミュニケーション活動の充実

 東海理化レポート、エコデータファイルの発行
 地域懇談会の開催 − − P.53

連結環境マネジメントの強化推進

各国、各地域の都市大気環境改善

グローバル社員教育・啓発活動の強化

ビジネスパートナーと連携した
環境活動の推進

環境情報の積極的開示と
コミュニケーションの充実

環境経営
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自然共生社会の構築 循環型社会の構築 環境経営

環境活動報告

低炭素社会の構築環境活動

2018年度環境活動概要 第6次環境取組みプランの実績（2016〜2020年）
　当社の環境活動の指針として「第6次環境取組みプラン」を策定し、具体的な数値目標を掲げ、その実現に向けて取
り組んでいます。2018年度はすべての目標を達成することができました。

具体的な実施事項 2018年度目標値 2018年度実績2018年度活動実績 参照頁評価

	低CO₂生産技術の開発・導入 	再生可能エネルギーの導入
	省エネ分科会による生産設備の省エネ改善
	省エネ改善事例の横展開活動
	からくり事例の横展開活動
	啓発活動（展示会、優秀事例表彰）

東海理化グループ

92.6
t-CO₂/億円

東海理化グループ

85.4
t-CO₂/億円 P.38

 日常改善活動によるCO₂低減活動の推進
東海理化

47.6
t-CO₂/億円

東海理化

43.3
t-CO₂/億円

 軽量化・小型化設計の推進
 新エネルギー動向に対応した新製品・技術の開発
 主要製品のライフサイクルにおけるCO₂排出量の把握と見える化

 軽量化・小型化推進 − − P.42

エネルギー起源以外の温室効果ガスの管理
マグネシウム鋳造で使用するSF₆ガス使用量の低減 マグネシウム鋳造工程でのSF₆代替ガス利用 − − P.43

 輸送効率の一層の改善によるCO₂低減活動の推進 ルート見直しによる輸送効率化
荷姿改善による輸送効率化

東海理化

1.27
t-CO₂/億円

東海理化

1.15
t-CO₂/億円

P.43

CO₂排出量の低減

製品の軽量化・小型化設計の推進

温室効果ガスの低減

物流活動における輸送効率の追求と
CO₂排出量の低減

低炭素社会の構築

	PRTR対象物質の継続的管理と低減活動の推進 	PRTR対象物質の使用量低減
	VOCの排出量低減 − − P.44

 各国、各地域の法規動向を踏まえた製品含有化学物質の管理充実と、
　より環境負荷の少ない物質への切替え推進

 はんだの鉛フリー化推進
 新規規制物質を含まない製品への切替え − − P.45

 地域社会と連携した社会貢献活動、ボランティア活動の推進
 環境活動への助成強化  地域社会と連携した社会貢献・ボランティア活動 − − P.45
オールトヨタで共有する生物多様性ガイドラインおよび各地域のニーズに応じた
環境保全・生物多様性保全の推進
各地域の事業所やフィールドを活用した地域に根差した教育の実施

 植樹、里山保全活動
オールトヨタ連携活動への参画 − − P.46環境保全・生物多様性保全の推進

生産活動における環境負荷物質の低減

製品含有化学物質管理の充実

自然共生社会構築に資する
社会貢献活動の推進

自然共生社会の構築

物流活動における梱包・包装資材の
低減と資源の有効利用

	リサイクル配慮設計の推進とリサイクルしやすい材料の使用推進 	設計見直しによる解体性の向上
	リサイクル材の活用推進 − − P.47

 リターナブル化、包装材の軽量化を中心に改善を推進  収容方法見直しによる梱包・包装資材の低減
 梱包資材のリユース化

東海理化

0.60
t/億円

東海理化

0.55
t/億円

P.47

 排出物低減生産技術の開発・導入と日常改善活動による排出物低減活動の推進  生産の歩留り改善
 3R（リデュース、リユース、リサイクル）活動の推進

東海理化

2.31
t/億円

東海理化

1.79
t/億円

P.48

 各国、各地域の水環境事情を考慮し、継続的な水使用量低減活動を推進  水のリサイクル利用（半導体、めっき工程）
 水のリスク評価 − − P.49

リサイクルしやすい
製品設計と技術開発の推進

生産活動における排出物の低減と
資源の有効利用

生産活動における水使用量の低減

循環型社会の構築

	各国、各地域での環境委員会活動の充実による環境パフォーマンス向上に向けた
　活動の強化
	各国、各地域の環境法令順守と環境リスクの未然防止活動強化

	連結環境マネジメントの強化・推進
	海外生産拠点のEMS外部認証取得
	PCBの適正処理

− − P.50

サプライヤーとの連携を一層強化し、グローバルで共に環境を良くする活動を推進  協力会社への環境情報展開
 協力会社との現地研鑽活動 − − P.52

 各国、各地域での低公害車の導入拡大  低公害車の導入拡大 −
東海理化

44.4%
P.52

 グローバルでの環境教育を通じた環境保全意識の啓発推進  教育実施による環境キーマン育成
 環境月間での啓発活動展開 − − P.53

 環境に関する情報開示の更なる内容充実
 各地域での環境コミュニケーション活動の充実

 東海理化レポート、エコデータファイルの発行
 地域懇談会の開催 − − P.53

連結環境マネジメントの強化推進

各国、各地域の都市大気環境改善

グローバル社員教育・啓発活動の強化

ビジネスパートナーと連携した
環境活動の推進

環境情報の積極的開示と
コミュニケーションの充実

環境経営
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低炭素社会の構築環境活動

2018年度環境活動概要 第6次環境取組みプランの実績（2016〜2020年）
　当社の環境活動の指針として「第6次環境取組みプラン」を策定し、具体的な数値目標を掲げ、その実現に向けて取
り組んでいます。2018年度はすべての目標を達成することができました。

具体的な実施事項 2018年度目標値 2018年度実績2018年度活動実績 参照頁評価

	低CO₂生産技術の開発・導入 	再生可能エネルギーの導入
	省エネ分科会による生産設備の省エネ改善
	省エネ改善事例の横展開活動
	からくり事例の横展開活動
	啓発活動（展示会、優秀事例表彰）

東海理化グループ

92.6
t-CO₂/億円

東海理化グループ

85.4
t-CO₂/億円 P.38

 日常改善活動によるCO₂低減活動の推進
東海理化

47.6
t-CO₂/億円

東海理化

43.3
t-CO₂/億円

 軽量化・小型化設計の推進
 新エネルギー動向に対応した新製品・技術の開発
 主要製品のライフサイクルにおけるCO₂排出量の把握と見える化

 軽量化・小型化推進 − − P.42

エネルギー起源以外の温室効果ガスの管理
マグネシウム鋳造で使用するSF₆ガス使用量の低減 マグネシウム鋳造工程でのSF₆代替ガス利用 − − P.43

 輸送効率の一層の改善によるCO₂低減活動の推進 ルート見直しによる輸送効率化
荷姿改善による輸送効率化

東海理化

1.27
t-CO₂/億円

東海理化

1.15
t-CO₂/億円

P.43

CO₂排出量の低減

製品の軽量化・小型化設計の推進

温室効果ガスの低減

物流活動における輸送効率の追求と
CO₂排出量の低減

低炭素社会の構築

	PRTR対象物質の継続的管理と低減活動の推進 	PRTR対象物質の使用量低減
	VOCの排出量低減 − − P.44

 各国、各地域の法規動向を踏まえた製品含有化学物質の管理充実と、
　より環境負荷の少ない物質への切替え推進

 はんだの鉛フリー化推進
 新規規制物質を含まない製品への切替え − − P.45

 地域社会と連携した社会貢献活動、ボランティア活動の推進
 環境活動への助成強化  地域社会と連携した社会貢献・ボランティア活動 − − P.45
オールトヨタで共有する生物多様性ガイドラインおよび各地域のニーズに応じた
環境保全・生物多様性保全の推進
各地域の事業所やフィールドを活用した地域に根差した教育の実施

 植樹、里山保全活動
オールトヨタ連携活動への参画 − − P.46環境保全・生物多様性保全の推進

生産活動における環境負荷物質の低減

製品含有化学物質管理の充実

自然共生社会構築に資する
社会貢献活動の推進

自然共生社会の構築

物流活動における梱包・包装資材の
低減と資源の有効利用

	リサイクル配慮設計の推進とリサイクルしやすい材料の使用推進 	設計見直しによる解体性の向上
	リサイクル材の活用推進 − − P.47

 リターナブル化、包装材の軽量化を中心に改善を推進  収容方法見直しによる梱包・包装資材の低減
 梱包資材のリユース化

東海理化

0.60
t/億円

東海理化

0.55
t/億円

P.47

 排出物低減生産技術の開発・導入と日常改善活動による排出物低減活動の推進  生産の歩留り改善
 3R（リデュース、リユース、リサイクル）活動の推進

東海理化

2.31
t/億円

東海理化

1.79
t/億円

P.48

 各国、各地域の水環境事情を考慮し、継続的な水使用量低減活動を推進  水のリサイクル利用（半導体、めっき工程）
 水のリスク評価 − − P.49

リサイクルしやすい
製品設計と技術開発の推進

生産活動における排出物の低減と
資源の有効利用

生産活動における水使用量の低減

循環型社会の構築

	各国、各地域での環境委員会活動の充実による環境パフォーマンス向上に向けた
　活動の強化
	各国、各地域の環境法令順守と環境リスクの未然防止活動強化

	連結環境マネジメントの強化・推進
	海外生産拠点のEMS外部認証取得
	PCBの適正処理

− − P.50

サプライヤーとの連携を一層強化し、グローバルで共に環境を良くする活動を推進  協力会社への環境情報展開
 協力会社との現地研鑽活動 − − P.52

 各国、各地域での低公害車の導入拡大  低公害車の導入拡大 −
東海理化

44.4%
P.52

 グローバルでの環境教育を通じた環境保全意識の啓発推進  教育実施による環境キーマン育成
 環境月間での啓発活動展開 − − P.53

 環境に関する情報開示の更なる内容充実
 各地域での環境コミュニケーション活動の充実

 東海理化レポート、エコデータファイルの発行
 地域懇談会の開催 − − P.53

連結環境マネジメントの強化推進

各国、各地域の都市大気環境改善

グローバル社員教育・啓発活動の強化

ビジネスパートナーと連携した
環境活動の推進

環境情報の積極的開示と
コミュニケーションの充実

環境経営
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低炭素社会の構築環境活動

2018年度環境活動概要 第6次環境取組みプランの実績（2016〜2020年）
　当社の環境活動の指針として「第6次環境取組みプラン」を策定し、具体的な数値目標を掲げ、その実現に向けて取
り組んでいます。2018年度はすべての目標を達成することができました。

具体的な実施事項 2018年度目標値 2018年度実績2018年度活動実績 参照頁評価

	低CO₂生産技術の開発・導入 	再生可能エネルギーの導入
	省エネ分科会による生産設備の省エネ改善
	省エネ改善事例の横展開活動
	からくり事例の横展開活動
	啓発活動（展示会、優秀事例表彰）

東海理化グループ

92.6
t-CO₂/億円

東海理化グループ

85.4
t-CO₂/億円 P.38

 日常改善活動によるCO₂低減活動の推進
東海理化

47.6
t-CO₂/億円

東海理化

43.3
t-CO₂/億円

 軽量化・小型化設計の推進
 新エネルギー動向に対応した新製品・技術の開発
 主要製品のライフサイクルにおけるCO₂排出量の把握と見える化

 軽量化・小型化推進 − − P.42

エネルギー起源以外の温室効果ガスの管理
マグネシウム鋳造で使用するSF₆ガス使用量の低減 マグネシウム鋳造工程でのSF₆代替ガス利用 − − P.43

 輸送効率の一層の改善によるCO₂低減活動の推進 ルート見直しによる輸送効率化
荷姿改善による輸送効率化

東海理化

1.27
t-CO₂/億円

東海理化

1.15
t-CO₂/億円

P.43

CO₂排出量の低減

製品の軽量化・小型化設計の推進

温室効果ガスの低減

物流活動における輸送効率の追求と
CO₂排出量の低減

低炭素社会の構築

	PRTR対象物質の継続的管理と低減活動の推進 	PRTR対象物質の使用量低減
	VOCの排出量低減 − − P.44

 各国、各地域の法規動向を踏まえた製品含有化学物質の管理充実と、
　より環境負荷の少ない物質への切替え推進

 はんだの鉛フリー化推進
 新規規制物質を含まない製品への切替え − − P.45

 地域社会と連携した社会貢献活動、ボランティア活動の推進
 環境活動への助成強化  地域社会と連携した社会貢献・ボランティア活動 − − P.45
オールトヨタで共有する生物多様性ガイドラインおよび各地域のニーズに応じた
環境保全・生物多様性保全の推進
各地域の事業所やフィールドを活用した地域に根差した教育の実施

 植樹、里山保全活動
オールトヨタ連携活動への参画 − − P.46環境保全・生物多様性保全の推進

生産活動における環境負荷物質の低減

製品含有化学物質管理の充実

自然共生社会構築に資する
社会貢献活動の推進

自然共生社会の構築

物流活動における梱包・包装資材の
低減と資源の有効利用

	リサイクル配慮設計の推進とリサイクルしやすい材料の使用推進 	設計見直しによる解体性の向上
	リサイクル材の活用推進 − − P.47

 リターナブル化、包装材の軽量化を中心に改善を推進  収容方法見直しによる梱包・包装資材の低減
 梱包資材のリユース化

東海理化

0.60
t/億円

東海理化

0.55
t/億円

P.47

 排出物低減生産技術の開発・導入と日常改善活動による排出物低減活動の推進  生産の歩留り改善
 3R（リデュース、リユース、リサイクル）活動の推進

東海理化

2.31
t/億円

東海理化

1.79
t/億円

P.48

 各国、各地域の水環境事情を考慮し、継続的な水使用量低減活動を推進  水のリサイクル利用（半導体、めっき工程）
 水のリスク評価 − − P.49

リサイクルしやすい
製品設計と技術開発の推進

生産活動における排出物の低減と
資源の有効利用

生産活動における水使用量の低減

循環型社会の構築

	各国、各地域での環境委員会活動の充実による環境パフォーマンス向上に向けた
　活動の強化
	各国、各地域の環境法令順守と環境リスクの未然防止活動強化

	連結環境マネジメントの強化・推進
	海外生産拠点のEMS外部認証取得
	PCBの適正処理

− − P.50

サプライヤーとの連携を一層強化し、グローバルで共に環境を良くする活動を推進  協力会社への環境情報展開
 協力会社との現地研鑽活動 − − P.52

 各国、各地域での低公害車の導入拡大  低公害車の導入拡大 −
東海理化

44.4%
P.52

 グローバルでの環境教育を通じた環境保全意識の啓発推進  教育実施による環境キーマン育成
 環境月間での啓発活動展開 − − P.53

 環境に関する情報開示の更なる内容充実
 各地域での環境コミュニケーション活動の充実

 東海理化レポート、エコデータファイルの発行
 地域懇談会の開催 − − P.53

連結環境マネジメントの強化推進

各国、各地域の都市大気環境改善

グローバル社員教育・啓発活動の強化

ビジネスパートナーと連携した
環境活動の推進

環境情報の積極的開示と
コミュニケーションの充実

環境経営
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自然共生社会の構築 循環型社会の構築 環境経営

環境活動報告

低炭素社会の構築環境活動

2018年度環境活動概要 第6次環境取組みプランの実績（2016〜2020年）
　当社の環境活動の指針として「第6次環境取組みプラン」を策定し、具体的な数値目標を掲げ、その実現に向けて取
り組んでいます。2018年度はすべての目標を達成することができました。

具体的な実施事項 2018年度目標値 2018年度実績2018年度活動実績 参照頁評価

	低CO₂生産技術の開発・導入 	再生可能エネルギーの導入
	省エネ分科会による生産設備の省エネ改善
	省エネ改善事例の横展開活動
	からくり事例の横展開活動
	啓発活動（展示会、優秀事例表彰）

東海理化グループ

92.6
t-CO₂/億円

東海理化グループ

85.4
t-CO₂/億円 P.38

 日常改善活動によるCO₂低減活動の推進
東海理化

47.6
t-CO₂/億円

東海理化

43.3
t-CO₂/億円

 軽量化・小型化設計の推進
 新エネルギー動向に対応した新製品・技術の開発
 主要製品のライフサイクルにおけるCO₂排出量の把握と見える化

 軽量化・小型化推進 − − P.42

エネルギー起源以外の温室効果ガスの管理
マグネシウム鋳造で使用するSF₆ガス使用量の低減 マグネシウム鋳造工程でのSF₆代替ガス利用 − − P.43

 輸送効率の一層の改善によるCO₂低減活動の推進 ルート見直しによる輸送効率化
荷姿改善による輸送効率化

東海理化

1.27
t-CO₂/億円

東海理化

1.15
t-CO₂/億円

P.43

CO₂排出量の低減

製品の軽量化・小型化設計の推進

温室効果ガスの低減

物流活動における輸送効率の追求と
CO₂排出量の低減

低炭素社会の構築

	PRTR対象物質の継続的管理と低減活動の推進 	PRTR対象物質の使用量低減
	VOCの排出量低減 − − P.44

 各国、各地域の法規動向を踏まえた製品含有化学物質の管理充実と、
　より環境負荷の少ない物質への切替え推進

 はんだの鉛フリー化推進
 新規規制物質を含まない製品への切替え − − P.45

 地域社会と連携した社会貢献活動、ボランティア活動の推進
 環境活動への助成強化  地域社会と連携した社会貢献・ボランティア活動 − − P.45
オールトヨタで共有する生物多様性ガイドラインおよび各地域のニーズに応じた
環境保全・生物多様性保全の推進
各地域の事業所やフィールドを活用した地域に根差した教育の実施

 植樹、里山保全活動
オールトヨタ連携活動への参画 − − P.46環境保全・生物多様性保全の推進

生産活動における環境負荷物質の低減

製品含有化学物質管理の充実

自然共生社会構築に資する
社会貢献活動の推進

自然共生社会の構築

物流活動における梱包・包装資材の
低減と資源の有効利用

	リサイクル配慮設計の推進とリサイクルしやすい材料の使用推進 	設計見直しによる解体性の向上
	リサイクル材の活用推進 − − P.47

 リターナブル化、包装材の軽量化を中心に改善を推進  収容方法見直しによる梱包・包装資材の低減
 梱包資材のリユース化

東海理化

0.60
t/億円

東海理化

0.55
t/億円

P.47

 排出物低減生産技術の開発・導入と日常改善活動による排出物低減活動の推進  生産の歩留り改善
 3R（リデュース、リユース、リサイクル）活動の推進

東海理化

2.31
t/億円

東海理化

1.79
t/億円

P.48

 各国、各地域の水環境事情を考慮し、継続的な水使用量低減活動を推進  水のリサイクル利用（半導体、めっき工程）
 水のリスク評価 − − P.49

リサイクルしやすい
製品設計と技術開発の推進

生産活動における排出物の低減と
資源の有効利用

生産活動における水使用量の低減

循環型社会の構築

	各国、各地域での環境委員会活動の充実による環境パフォーマンス向上に向けた
　活動の強化
	各国、各地域の環境法令順守と環境リスクの未然防止活動強化

	連結環境マネジメントの強化・推進
	海外生産拠点のEMS外部認証取得
	PCBの適正処理

− − P.50

サプライヤーとの連携を一層強化し、グローバルで共に環境を良くする活動を推進  協力会社への環境情報展開
 協力会社との現地研鑽活動 − − P.52

 各国、各地域での低公害車の導入拡大  低公害車の導入拡大 −
東海理化

44.4%
P.52

 グローバルでの環境教育を通じた環境保全意識の啓発推進  教育実施による環境キーマン育成
 環境月間での啓発活動展開 − − P.53

 環境に関する情報開示の更なる内容充実
 各地域での環境コミュニケーション活動の充実

 東海理化レポート、エコデータファイルの発行
 地域懇談会の開催 − − P.53

連結環境マネジメントの強化推進

各国、各地域の都市大気環境改善

グローバル社員教育・啓発活動の強化

ビジネスパートナーと連携した
環境活動の推進

環境情報の積極的開示と
コミュニケーションの充実

環境経営
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2018年度環境活動概要 第6次環境取組みプランの実績（2016〜2020年）
　当社の環境活動の指針として「第6次環境取組みプラン」を策定し、具体的な数値目標を掲げ、その実現に向けて取
り組んでいます。2018年度はすべての目標を達成することができました。

具体的な実施事項 2018年度目標値 2018年度実績2018年度活動実績 参照頁評価

	低CO₂生産技術の開発・導入 	再生可能エネルギーの導入
	省エネ分科会による生産設備の省エネ改善
	省エネ改善事例の横展開活動
	からくり事例の横展開活動
	啓発活動（展示会、優秀事例表彰）

東海理化グループ

92.6
t-CO₂/億円

東海理化グループ

85.4
t-CO₂/億円 P.38

 日常改善活動によるCO₂低減活動の推進
東海理化

47.6
t-CO₂/億円

東海理化

43.3
t-CO₂/億円

 軽量化・小型化設計の推進
 新エネルギー動向に対応した新製品・技術の開発
 主要製品のライフサイクルにおけるCO₂排出量の把握と見える化

 軽量化・小型化推進 − − P.42

エネルギー起源以外の温室効果ガスの管理
マグネシウム鋳造で使用するSF₆ガス使用量の低減 マグネシウム鋳造工程でのSF₆代替ガス利用 − − P.43

 輸送効率の一層の改善によるCO₂低減活動の推進 ルート見直しによる輸送効率化
荷姿改善による輸送効率化

東海理化

1.27
t-CO₂/億円

東海理化

1.15
t-CO₂/億円

P.43

CO₂排出量の低減

製品の軽量化・小型化設計の推進

温室効果ガスの低減

物流活動における輸送効率の追求と
CO₂排出量の低減

低炭素社会の構築

	PRTR対象物質の継続的管理と低減活動の推進 	PRTR対象物質の使用量低減
	VOCの排出量低減 − − P.44

 各国、各地域の法規動向を踏まえた製品含有化学物質の管理充実と、
　より環境負荷の少ない物質への切替え推進

 はんだの鉛フリー化推進
 新規規制物質を含まない製品への切替え − − P.45

 地域社会と連携した社会貢献活動、ボランティア活動の推進
 環境活動への助成強化  地域社会と連携した社会貢献・ボランティア活動 − − P.45
オールトヨタで共有する生物多様性ガイドラインおよび各地域のニーズに応じた
環境保全・生物多様性保全の推進
各地域の事業所やフィールドを活用した地域に根差した教育の実施

 植樹、里山保全活動
オールトヨタ連携活動への参画 − − P.46環境保全・生物多様性保全の推進

生産活動における環境負荷物質の低減

製品含有化学物質管理の充実

自然共生社会構築に資する
社会貢献活動の推進

自然共生社会の構築

物流活動における梱包・包装資材の
低減と資源の有効利用

	リサイクル配慮設計の推進とリサイクルしやすい材料の使用推進 	設計見直しによる解体性の向上
	リサイクル材の活用推進 − − P.47

 リターナブル化、包装材の軽量化を中心に改善を推進  収容方法見直しによる梱包・包装資材の低減
 梱包資材のリユース化

東海理化

0.60
t/億円

東海理化

0.55
t/億円

P.47

 排出物低減生産技術の開発・導入と日常改善活動による排出物低減活動の推進  生産の歩留り改善
 3R（リデュース、リユース、リサイクル）活動の推進

東海理化

2.31
t/億円

東海理化

1.79
t/億円

P.48

 各国、各地域の水環境事情を考慮し、継続的な水使用量低減活動を推進  水のリサイクル利用（半導体、めっき工程）
 水のリスク評価 − − P.49

リサイクルしやすい
製品設計と技術開発の推進

生産活動における排出物の低減と
資源の有効利用

生産活動における水使用量の低減

循環型社会の構築

	各国、各地域での環境委員会活動の充実による環境パフォーマンス向上に向けた
　活動の強化
	各国、各地域の環境法令順守と環境リスクの未然防止活動強化

	連結環境マネジメントの強化・推進
	海外生産拠点のEMS外部認証取得
	PCBの適正処理

− − P.50

サプライヤーとの連携を一層強化し、グローバルで共に環境を良くする活動を推進  協力会社への環境情報展開
 協力会社との現地研鑽活動 − − P.52

 各国、各地域での低公害車の導入拡大  低公害車の導入拡大 −
東海理化

44.4%
P.52

 グローバルでの環境教育を通じた環境保全意識の啓発推進  教育実施による環境キーマン育成
 環境月間での啓発活動展開 − − P.53

 環境に関する情報開示の更なる内容充実
 各地域での環境コミュニケーション活動の充実

 東海理化レポート、エコデータファイルの発行
 地域懇談会の開催 − − P.53

連結環境マネジメントの強化推進

各国、各地域の都市大気環境改善

グローバル社員教育・啓発活動の強化

ビジネスパートナーと連携した
環境活動の推進

環境情報の積極的開示と
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2018年度環境活動概要 第6次環境取組みプランの実績（2016〜2020年）
　当社の環境活動の指針として「第6次環境取組みプラン」を策定し、具体的な数値目標を掲げ、その実現に向けて取
り組んでいます。2018年度はすべての目標を達成することができました。

具体的な実施事項 2018年度目標値 2018年度実績2018年度活動実績 参照頁評価

	低CO₂生産技術の開発・導入 	再生可能エネルギーの導入
	省エネ分科会による生産設備の省エネ改善
	省エネ改善事例の横展開活動
	からくり事例の横展開活動
	啓発活動（展示会、優秀事例表彰）

東海理化グループ

92.6
t-CO₂/億円

東海理化グループ

85.4
t-CO₂/億円 P.38

 日常改善活動によるCO₂低減活動の推進
東海理化

47.6
t-CO₂/億円

東海理化

43.3
t-CO₂/億円

 軽量化・小型化設計の推進
 新エネルギー動向に対応した新製品・技術の開発
 主要製品のライフサイクルにおけるCO₂排出量の把握と見える化

 軽量化・小型化推進 − − P.42

エネルギー起源以外の温室効果ガスの管理
マグネシウム鋳造で使用するSF₆ガス使用量の低減 マグネシウム鋳造工程でのSF₆代替ガス利用 − − P.43

 輸送効率の一層の改善によるCO₂低減活動の推進 ルート見直しによる輸送効率化
荷姿改善による輸送効率化

東海理化

1.27
t-CO₂/億円

東海理化

1.15
t-CO₂/億円

P.43

CO₂排出量の低減

製品の軽量化・小型化設計の推進

温室効果ガスの低減

物流活動における輸送効率の追求と
CO₂排出量の低減

低炭素社会の構築

	PRTR対象物質の継続的管理と低減活動の推進 	PRTR対象物質の使用量低減
	VOCの排出量低減 − − P.44

 各国、各地域の法規動向を踏まえた製品含有化学物質の管理充実と、
　より環境負荷の少ない物質への切替え推進

 はんだの鉛フリー化推進
 新規規制物質を含まない製品への切替え − − P.45

 地域社会と連携した社会貢献活動、ボランティア活動の推進
 環境活動への助成強化  地域社会と連携した社会貢献・ボランティア活動 − − P.45
オールトヨタで共有する生物多様性ガイドラインおよび各地域のニーズに応じた
環境保全・生物多様性保全の推進
各地域の事業所やフィールドを活用した地域に根差した教育の実施

 植樹、里山保全活動
オールトヨタ連携活動への参画 − − P.46環境保全・生物多様性保全の推進

生産活動における環境負荷物質の低減

製品含有化学物質管理の充実

自然共生社会構築に資する
社会貢献活動の推進

自然共生社会の構築

物流活動における梱包・包装資材の
低減と資源の有効利用

	リサイクル配慮設計の推進とリサイクルしやすい材料の使用推進 	設計見直しによる解体性の向上
	リサイクル材の活用推進 − − P.47

 リターナブル化、包装材の軽量化を中心に改善を推進  収容方法見直しによる梱包・包装資材の低減
 梱包資材のリユース化

東海理化

0.60
t/億円

東海理化

0.55
t/億円

P.47

 排出物低減生産技術の開発・導入と日常改善活動による排出物低減活動の推進  生産の歩留り改善
 3R（リデュース、リユース、リサイクル）活動の推進

東海理化

2.31
t/億円

東海理化

1.79
t/億円

P.48

 各国、各地域の水環境事情を考慮し、継続的な水使用量低減活動を推進  水のリサイクル利用（半導体、めっき工程）
 水のリスク評価 − − P.49

リサイクルしやすい
製品設計と技術開発の推進

生産活動における排出物の低減と
資源の有効利用

生産活動における水使用量の低減

循環型社会の構築

	各国、各地域での環境委員会活動の充実による環境パフォーマンス向上に向けた
　活動の強化
	各国、各地域の環境法令順守と環境リスクの未然防止活動強化

	連結環境マネジメントの強化・推進
	海外生産拠点のEMS外部認証取得
	PCBの適正処理

− − P.50

サプライヤーとの連携を一層強化し、グローバルで共に環境を良くする活動を推進  協力会社への環境情報展開
 協力会社との現地研鑽活動 − − P.52

 各国、各地域での低公害車の導入拡大  低公害車の導入拡大 −
東海理化

44.4%
P.52

 グローバルでの環境教育を通じた環境保全意識の啓発推進  教育実施による環境キーマン育成
 環境月間での啓発活動展開 − − P.53

 環境に関する情報開示の更なる内容充実
 各地域での環境コミュニケーション活動の充実

 東海理化レポート、エコデータファイルの発行
 地域懇談会の開催 − − P.53

連結環境マネジメントの強化推進

各国、各地域の都市大気環境改善

グローバル社員教育・啓発活動の強化

ビジネスパートナーと連携した
環境活動の推進

環境情報の積極的開示と
コミュニケーションの充実

環境経営
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自然共生社会の構築 循環型社会の構築 環境経営

環境活動報告

低炭素社会の構築環境活動

2018年度環境活動概要 第6次環境取組みプランの実績（2016〜2020年）
　当社の環境活動の指針として「第6次環境取組みプラン」を策定し、具体的な数値目標を掲げ、その実現に向けて取
り組んでいます。2018年度はすべての目標を達成することができました。

具体的な実施事項 2018年度目標値 2018年度実績2018年度活動実績 参照頁評価

	低CO₂生産技術の開発・導入 	再生可能エネルギーの導入
	省エネ分科会による生産設備の省エネ改善
	省エネ改善事例の横展開活動
	からくり事例の横展開活動
	啓発活動（展示会、優秀事例表彰）

東海理化グループ

92.6
t-CO₂/億円

東海理化グループ

85.4
t-CO₂/億円 P.38

 日常改善活動によるCO₂低減活動の推進
東海理化

47.6
t-CO₂/億円

東海理化

43.3
t-CO₂/億円

 軽量化・小型化設計の推進
 新エネルギー動向に対応した新製品・技術の開発
 主要製品のライフサイクルにおけるCO₂排出量の把握と見える化

 軽量化・小型化推進 − − P.42

エネルギー起源以外の温室効果ガスの管理
マグネシウム鋳造で使用するSF₆ガス使用量の低減 マグネシウム鋳造工程でのSF₆代替ガス利用 − − P.43

 輸送効率の一層の改善によるCO₂低減活動の推進 ルート見直しによる輸送効率化
荷姿改善による輸送効率化

東海理化

1.27
t-CO₂/億円

東海理化

1.15
t-CO₂/億円

P.43

CO₂排出量の低減

製品の軽量化・小型化設計の推進

温室効果ガスの低減

物流活動における輸送効率の追求と
CO₂排出量の低減

低炭素社会の構築

	PRTR対象物質の継続的管理と低減活動の推進 	PRTR対象物質の使用量低減
	VOCの排出量低減 − − P.44

 各国、各地域の法規動向を踏まえた製品含有化学物質の管理充実と、
　より環境負荷の少ない物質への切替え推進

 はんだの鉛フリー化推進
 新規規制物質を含まない製品への切替え − − P.45

 地域社会と連携した社会貢献活動、ボランティア活動の推進
 環境活動への助成強化  地域社会と連携した社会貢献・ボランティア活動 − − P.45
オールトヨタで共有する生物多様性ガイドラインおよび各地域のニーズに応じた
環境保全・生物多様性保全の推進
各地域の事業所やフィールドを活用した地域に根差した教育の実施

 植樹、里山保全活動
オールトヨタ連携活動への参画 − − P.46環境保全・生物多様性保全の推進

生産活動における環境負荷物質の低減

製品含有化学物質管理の充実

自然共生社会構築に資する
社会貢献活動の推進

自然共生社会の構築

物流活動における梱包・包装資材の
低減と資源の有効利用

	リサイクル配慮設計の推進とリサイクルしやすい材料の使用推進 	設計見直しによる解体性の向上
	リサイクル材の活用推進 − − P.47

 リターナブル化、包装材の軽量化を中心に改善を推進  収容方法見直しによる梱包・包装資材の低減
 梱包資材のリユース化

東海理化

0.60
t/億円

東海理化

0.55
t/億円

P.47

 排出物低減生産技術の開発・導入と日常改善活動による排出物低減活動の推進  生産の歩留り改善
 3R（リデュース、リユース、リサイクル）活動の推進

東海理化

2.31
t/億円

東海理化

1.79
t/億円

P.48

 各国、各地域の水環境事情を考慮し、継続的な水使用量低減活動を推進  水のリサイクル利用（半導体、めっき工程）
 水のリスク評価 − − P.49

リサイクルしやすい
製品設計と技術開発の推進

生産活動における排出物の低減と
資源の有効利用

生産活動における水使用量の低減

循環型社会の構築

	各国、各地域での環境委員会活動の充実による環境パフォーマンス向上に向けた
　活動の強化
	各国、各地域の環境法令順守と環境リスクの未然防止活動強化

	連結環境マネジメントの強化・推進
	海外生産拠点のEMS外部認証取得
	PCBの適正処理

− − P.50

サプライヤーとの連携を一層強化し、グローバルで共に環境を良くする活動を推進  協力会社への環境情報展開
 協力会社との現地研鑽活動 − − P.52

 各国、各地域での低公害車の導入拡大  低公害車の導入拡大 −
東海理化

44.4%
P.52

 グローバルでの環境教育を通じた環境保全意識の啓発推進  教育実施による環境キーマン育成
 環境月間での啓発活動展開 − − P.53

 環境に関する情報開示の更なる内容充実
 各地域での環境コミュニケーション活動の充実

 東海理化レポート、エコデータファイルの発行
 地域懇談会の開催 − − P.53

連結環境マネジメントの強化推進

各国、各地域の都市大気環境改善

グローバル社員教育・啓発活動の強化

ビジネスパートナーと連携した
環境活動の推進

環境情報の積極的開示と
コミュニケーションの充実

環境経営
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2018年度環境活動概要 第6次環境取組みプランの実績（2016〜2020年）
　当社の環境活動の指針として「第6次環境取組みプラン」を策定し、具体的な数値目標を掲げ、その実現に向けて取
り組んでいます。2018年度はすべての目標を達成することができました。

具体的な実施事項 2018年度目標値 2018年度実績2018年度活動実績 参照頁評価

	低CO₂生産技術の開発・導入 	再生可能エネルギーの導入
	省エネ分科会による生産設備の省エネ改善
	省エネ改善事例の横展開活動
	からくり事例の横展開活動
	啓発活動（展示会、優秀事例表彰）

東海理化グループ

92.6
t-CO₂/億円

東海理化グループ

85.4
t-CO₂/億円 P.38

 日常改善活動によるCO₂低減活動の推進
東海理化

47.6
t-CO₂/億円

東海理化

43.3
t-CO₂/億円

 軽量化・小型化設計の推進
 新エネルギー動向に対応した新製品・技術の開発
 主要製品のライフサイクルにおけるCO₂排出量の把握と見える化

 軽量化・小型化推進 − − P.42

エネルギー起源以外の温室効果ガスの管理
マグネシウム鋳造で使用するSF₆ガス使用量の低減 マグネシウム鋳造工程でのSF₆代替ガス利用 − − P.43

 輸送効率の一層の改善によるCO₂低減活動の推進 ルート見直しによる輸送効率化
荷姿改善による輸送効率化

東海理化

1.27
t-CO₂/億円

東海理化

1.15
t-CO₂/億円

P.43

CO₂排出量の低減

製品の軽量化・小型化設計の推進

温室効果ガスの低減

物流活動における輸送効率の追求と
CO₂排出量の低減

低炭素社会の構築

	PRTR対象物質の継続的管理と低減活動の推進 	PRTR対象物質の使用量低減
	VOCの排出量低減 − − P.44

 各国、各地域の法規動向を踏まえた製品含有化学物質の管理充実と、
　より環境負荷の少ない物質への切替え推進

 はんだの鉛フリー化推進
 新規規制物質を含まない製品への切替え − − P.45

 地域社会と連携した社会貢献活動、ボランティア活動の推進
 環境活動への助成強化  地域社会と連携した社会貢献・ボランティア活動 − − P.45
オールトヨタで共有する生物多様性ガイドラインおよび各地域のニーズに応じた
環境保全・生物多様性保全の推進
各地域の事業所やフィールドを活用した地域に根差した教育の実施

 植樹、里山保全活動
オールトヨタ連携活動への参画 − − P.46環境保全・生物多様性保全の推進

生産活動における環境負荷物質の低減

製品含有化学物質管理の充実

自然共生社会構築に資する
社会貢献活動の推進

自然共生社会の構築

物流活動における梱包・包装資材の
低減と資源の有効利用

	リサイクル配慮設計の推進とリサイクルしやすい材料の使用推進 	設計見直しによる解体性の向上
	リサイクル材の活用推進 − − P.47

 リターナブル化、包装材の軽量化を中心に改善を推進  収容方法見直しによる梱包・包装資材の低減
 梱包資材のリユース化

東海理化

0.60
t/億円

東海理化

0.55
t/億円

P.47

 排出物低減生産技術の開発・導入と日常改善活動による排出物低減活動の推進  生産の歩留り改善
 3R（リデュース、リユース、リサイクル）活動の推進

東海理化

2.31
t/億円

東海理化

1.79
t/億円

P.48

 各国、各地域の水環境事情を考慮し、継続的な水使用量低減活動を推進  水のリサイクル利用（半導体、めっき工程）
 水のリスク評価 − − P.49

リサイクルしやすい
製品設計と技術開発の推進

生産活動における排出物の低減と
資源の有効利用

生産活動における水使用量の低減

循環型社会の構築

	各国、各地域での環境委員会活動の充実による環境パフォーマンス向上に向けた
　活動の強化
	各国、各地域の環境法令順守と環境リスクの未然防止活動強化

	連結環境マネジメントの強化・推進
	海外生産拠点のEMS外部認証取得
	PCBの適正処理

− − P.50

サプライヤーとの連携を一層強化し、グローバルで共に環境を良くする活動を推進  協力会社への環境情報展開
 協力会社との現地研鑽活動 − − P.52

 各国、各地域での低公害車の導入拡大  低公害車の導入拡大 −
東海理化

44.4%
P.52

 グローバルでの環境教育を通じた環境保全意識の啓発推進  教育実施による環境キーマン育成
 環境月間での啓発活動展開 − − P.53

 環境に関する情報開示の更なる内容充実
 各地域での環境コミュニケーション活動の充実

 東海理化レポート、エコデータファイルの発行
 地域懇談会の開催 − − P.53

連結環境マネジメントの強化推進

各国、各地域の都市大気環境改善

グローバル社員教育・啓発活動の強化

ビジネスパートナーと連携した
環境活動の推進

環境情報の積極的開示と
コミュニケーションの充実

環境経営
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低炭素社会の構築環境活動

2018年度環境活動概要 第6次環境取組みプランの実績（2016〜2020年）
　当社の環境活動の指針として「第6次環境取組みプラン」を策定し、具体的な数値目標を掲げ、その実現に向けて取
り組んでいます。2018年度はすべての目標を達成することができました。

具体的な実施事項 2018年度目標値 2018年度実績2018年度活動実績 参照頁評価

	低CO₂生産技術の開発・導入 	再生可能エネルギーの導入
	省エネ分科会による生産設備の省エネ改善
	省エネ改善事例の横展開活動
	からくり事例の横展開活動
	啓発活動（展示会、優秀事例表彰）

東海理化グループ

92.6
t-CO₂/億円

東海理化グループ

85.4
t-CO₂/億円 P.38

 日常改善活動によるCO₂低減活動の推進
東海理化

47.6
t-CO₂/億円

東海理化

43.3
t-CO₂/億円

 軽量化・小型化設計の推進
 新エネルギー動向に対応した新製品・技術の開発
 主要製品のライフサイクルにおけるCO₂排出量の把握と見える化

 軽量化・小型化推進 − − P.42

エネルギー起源以外の温室効果ガスの管理
マグネシウム鋳造で使用するSF₆ガス使用量の低減 マグネシウム鋳造工程でのSF₆代替ガス利用 − − P.43

 輸送効率の一層の改善によるCO₂低減活動の推進 ルート見直しによる輸送効率化
荷姿改善による輸送効率化

東海理化

1.27
t-CO₂/億円

東海理化

1.15
t-CO₂/億円

P.43

CO₂排出量の低減

製品の軽量化・小型化設計の推進

温室効果ガスの低減

物流活動における輸送効率の追求と
CO₂排出量の低減

低炭素社会の構築

	PRTR対象物質の継続的管理と低減活動の推進 	PRTR対象物質の使用量低減
	VOCの排出量低減 − − P.44

 各国、各地域の法規動向を踏まえた製品含有化学物質の管理充実と、
　より環境負荷の少ない物質への切替え推進

 はんだの鉛フリー化推進
 新規規制物質を含まない製品への切替え − − P.45

 地域社会と連携した社会貢献活動、ボランティア活動の推進
 環境活動への助成強化  地域社会と連携した社会貢献・ボランティア活動 − − P.45
オールトヨタで共有する生物多様性ガイドラインおよび各地域のニーズに応じた
環境保全・生物多様性保全の推進
各地域の事業所やフィールドを活用した地域に根差した教育の実施

 植樹、里山保全活動
オールトヨタ連携活動への参画 − − P.46環境保全・生物多様性保全の推進

生産活動における環境負荷物質の低減

製品含有化学物質管理の充実

自然共生社会構築に資する
社会貢献活動の推進

自然共生社会の構築

物流活動における梱包・包装資材の
低減と資源の有効利用

	リサイクル配慮設計の推進とリサイクルしやすい材料の使用推進 	設計見直しによる解体性の向上
	リサイクル材の活用推進 − − P.47

 リターナブル化、包装材の軽量化を中心に改善を推進  収容方法見直しによる梱包・包装資材の低減
 梱包資材のリユース化

東海理化

0.60
t/億円

東海理化

0.55
t/億円

P.47

 排出物低減生産技術の開発・導入と日常改善活動による排出物低減活動の推進  生産の歩留り改善
 3R（リデュース、リユース、リサイクル）活動の推進

東海理化

2.31
t/億円

東海理化

1.79
t/億円

P.48

 各国、各地域の水環境事情を考慮し、継続的な水使用量低減活動を推進  水のリサイクル利用（半導体、めっき工程）
 水のリスク評価 − − P.49

リサイクルしやすい
製品設計と技術開発の推進

生産活動における排出物の低減と
資源の有効利用

生産活動における水使用量の低減

循環型社会の構築

	各国、各地域での環境委員会活動の充実による環境パフォーマンス向上に向けた
　活動の強化
	各国、各地域の環境法令順守と環境リスクの未然防止活動強化

	連結環境マネジメントの強化・推進
	海外生産拠点のEMS外部認証取得
	PCBの適正処理

− − P.50

サプライヤーとの連携を一層強化し、グローバルで共に環境を良くする活動を推進  協力会社への環境情報展開
 協力会社との現地研鑽活動 − − P.52

 各国、各地域での低公害車の導入拡大  低公害車の導入拡大 −
東海理化

44.4%
P.52

 グローバルでの環境教育を通じた環境保全意識の啓発推進  教育実施による環境キーマン育成
 環境月間での啓発活動展開 − − P.53

 環境に関する情報開示の更なる内容充実
 各地域での環境コミュニケーション活動の充実

 東海理化レポート、エコデータファイルの発行
 地域懇談会の開催 − − P.53

連結環境マネジメントの強化推進

各国、各地域の都市大気環境改善

グローバル社員教育・啓発活動の強化

ビジネスパートナーと連携した
環境活動の推進

環境情報の積極的開示と
コミュニケーションの充実

環境経営
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環境活動報告

低炭素社会の構築環境活動

2018年度環境活動概要 第6次環境取組みプランの実績（2016〜2020年）
　当社の環境活動の指針として「第6次環境取組みプラン」を策定し、具体的な数値目標を掲げ、その実現に向けて取
り組んでいます。2018年度はすべての目標を達成することができました。

具体的な実施事項 2018年度目標値 2018年度実績2018年度活動実績 参照頁評価

	低CO₂生産技術の開発・導入 	再生可能エネルギーの導入
	省エネ分科会による生産設備の省エネ改善
	省エネ改善事例の横展開活動
	からくり事例の横展開活動
	啓発活動（展示会、優秀事例表彰）

東海理化グループ

92.6
t-CO₂/億円

東海理化グループ

85.4
t-CO₂/億円 P.38

 日常改善活動によるCO₂低減活動の推進
東海理化

47.6
t-CO₂/億円

東海理化

43.3
t-CO₂/億円

 軽量化・小型化設計の推進
 新エネルギー動向に対応した新製品・技術の開発
 主要製品のライフサイクルにおけるCO₂排出量の把握と見える化

 軽量化・小型化推進 − − P.42

エネルギー起源以外の温室効果ガスの管理
マグネシウム鋳造で使用するSF₆ガス使用量の低減 マグネシウム鋳造工程でのSF₆代替ガス利用 − − P.43

 輸送効率の一層の改善によるCO₂低減活動の推進 ルート見直しによる輸送効率化
荷姿改善による輸送効率化

東海理化

1.27
t-CO₂/億円

東海理化

1.15
t-CO₂/億円

P.43

CO₂排出量の低減

製品の軽量化・小型化設計の推進

温室効果ガスの低減

物流活動における輸送効率の追求と
CO₂排出量の低減

低炭素社会の構築

	PRTR対象物質の継続的管理と低減活動の推進 	PRTR対象物質の使用量低減
	VOCの排出量低減 − − P.44

 各国、各地域の法規動向を踏まえた製品含有化学物質の管理充実と、
　より環境負荷の少ない物質への切替え推進

 はんだの鉛フリー化推進
 新規規制物質を含まない製品への切替え − − P.45

 地域社会と連携した社会貢献活動、ボランティア活動の推進
 環境活動への助成強化  地域社会と連携した社会貢献・ボランティア活動 − − P.45
オールトヨタで共有する生物多様性ガイドラインおよび各地域のニーズに応じた
環境保全・生物多様性保全の推進
各地域の事業所やフィールドを活用した地域に根差した教育の実施

 植樹、里山保全活動
オールトヨタ連携活動への参画 − − P.46環境保全・生物多様性保全の推進

生産活動における環境負荷物質の低減

製品含有化学物質管理の充実

自然共生社会構築に資する
社会貢献活動の推進

自然共生社会の構築

物流活動における梱包・包装資材の
低減と資源の有効利用

	リサイクル配慮設計の推進とリサイクルしやすい材料の使用推進 	設計見直しによる解体性の向上
	リサイクル材の活用推進 − − P.47

 リターナブル化、包装材の軽量化を中心に改善を推進  収容方法見直しによる梱包・包装資材の低減
 梱包資材のリユース化

東海理化

0.60
t/億円

東海理化

0.55
t/億円

P.47

 排出物低減生産技術の開発・導入と日常改善活動による排出物低減活動の推進  生産の歩留り改善
 3R（リデュース、リユース、リサイクル）活動の推進

東海理化

2.31
t/億円

東海理化

1.79
t/億円

P.48

 各国、各地域の水環境事情を考慮し、継続的な水使用量低減活動を推進  水のリサイクル利用（半導体、めっき工程）
 水のリスク評価 − − P.49

リサイクルしやすい
製品設計と技術開発の推進

生産活動における排出物の低減と
資源の有効利用

生産活動における水使用量の低減

循環型社会の構築

	各国、各地域での環境委員会活動の充実による環境パフォーマンス向上に向けた
　活動の強化
	各国、各地域の環境法令順守と環境リスクの未然防止活動強化

	連結環境マネジメントの強化・推進
	海外生産拠点のEMS外部認証取得
	PCBの適正処理

− − P.50

サプライヤーとの連携を一層強化し、グローバルで共に環境を良くする活動を推進  協力会社への環境情報展開
 協力会社との現地研鑽活動 − − P.52

 各国、各地域での低公害車の導入拡大  低公害車の導入拡大 −
東海理化

44.4%
P.52

 グローバルでの環境教育を通じた環境保全意識の啓発推進  教育実施による環境キーマン育成
 環境月間での啓発活動展開 − − P.53

 環境に関する情報開示の更なる内容充実
 各地域での環境コミュニケーション活動の充実

 東海理化レポート、エコデータファイルの発行
 地域懇談会の開催 − − P.53

連結環境マネジメントの強化推進

各国、各地域の都市大気環境改善

グローバル社員教育・啓発活動の強化

ビジネスパートナーと連携した
環境活動の推進

環境情報の積極的開示と
コミュニケーションの充実

環境経営
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環境活動報告

低炭素社会の構築環境活動

2018年度環境活動概要 第6次環境取組みプランの実績（2016〜2020年）
　当社の環境活動の指針として「第6次環境取組みプラン」を策定し、具体的な数値目標を掲げ、その実現に向けて取
り組んでいます。2018年度はすべての目標を達成することができました。

具体的な実施事項 2018年度目標値 2018年度実績2018年度活動実績 参照頁評価

	低CO₂生産技術の開発・導入 	再生可能エネルギーの導入
	省エネ分科会による生産設備の省エネ改善
	省エネ改善事例の横展開活動
	からくり事例の横展開活動
	啓発活動（展示会、優秀事例表彰）
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92.6
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	VOCの排出量低減 − − P.44
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　より環境負荷の少ない物質への切替え推進

 はんだの鉛フリー化推進
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FY 2018 Environmental 
Activities Summary Results for the 6th Environmental Action Plan (2016 to 2020)

   Tokai Rika has established the “6th Environmental Action Plan” to guide its environmental activities, has set specific 
figures as its targets, and is working toward achieving them. We successfully achieved all of our targets in FY 2018.

 Action items FY 2018 target value FY 2018 resultsFY 2018 activities results Page to refer toAssessment

 Use or development of low-CO2 production engineering
 Introduction of renewable energy
 Improvement of energy-saving production equipment 

   through an Energy Saving Subcommittee
 Horizontal development activities for energy-saving improvement
 Horizontal development activities for example cases of Karakuri mechanisms
 Enlightenment activities (Exhibitions, Outstanding Example Award)

Tokai Rika Group

92.6
t-CO₂ / 100 million yen

Tokai Rika Group

85.4
t-CO₂ / 100 million yen

 CO2 reduction by daily improvement activities
Tokai Rika

47.6
t-CO₂ / 100 million yen

Tokai Rika

43.3
t-CO₂ / 100 million yen

 Promotion of more compact and lightweight designs
 Development of new products / technologies in response to new energy trends
 Understanding and visualizing CO2 emissions in the life cycles of principal products

 More compact and lightweight − −

 Managing non-energy related greenhouse gases
 Reduction in emission of SF6 gas used in magnesium alloy casting  Substituting for SF6 in magnesium alloy casting processes − −

 Promotion of CO2 reduction activities by further improving transportation efficiency  Improvement of transportation efficiency, by reviewing the routes
 Improvement of transportation efficiency, by improving the packaging

Tokai Rika

1.27
t-CO₂ / 100 million yen

Tokai Rika

1.15
t-CO₂ / 100 million yen

Reduction of CO2 emissions

Promotion of more compact and 
lightweight designs for products

Reduction in greenhouse gases

Pursuit of efficient transportation in logistics 
activities and reducing CO2 emissions

Establishing a Low-carbon Society

 Continuous management of PRTR substances and promotion of reduction activities  Reducing consumption of PRTR substances
 Reducing emission of VOCs − −

 Enhancing the management of chemical substances contained in products based on regulatory trends in each
    country and each region, and promotion of changing over to substances with a lower environmental load  

 Promotion of lead-free soldering
 Switching to products that do not contain newly regulated substances − −

 Active social contribution through links with local communities, and promotion of volunteer activities
 Enhancement of grants to environmental activities

 Social contribution and volunteer activities through links with local
   communities − −

 Promotion of environmental preservation / conservation of biodiversity in accordance with the
    biodiversity guidelines shared by All Toyota and the needs of each region 

 Implementation of education that is rooted in the local community and makes use of offices and
   in-the-field locations in each region

 Tree planting and conservation of Satoyama activities
 Participation in All Toyota cooperative activities − −

Promotion of environmental 
preservation / conservation of biodiversity

Reducing environmentally hazardous 
substances in production activities

Enhancing the management of 
chemical substances in products

Promotion of social contribution activities that will assist
the establishing of a society in harmony with nature

Establishing a Society in Harmony with Nature

 Promotion of more recyclable product designs and the use of more recyclable materials  Improvement of ease of disassembly, by reviewing the design
 Promotion of the use of recycled materials − −

 Promotion of improvement centered on making wrapping materials returnable and lightweight
 Reduction of packing and wrapping materials, by reviewing the

    packing methods
 Making packing materials reusable

Tokai Rika

0.60
t / 100 million yen

Tokai Rika

0.55
t / 100 million yen

 Waste reduction by daily improvements, and use or development of waste reduction production engineering  Improvement of production yields
 Promotion of 3R (reduce, reuse, recycle) activities

Tokai Rika

2.31
t / 100 million yen

Tokai Rika

1.79
t / 100 million yen

 Promotion of continuous reduction activities for water consumption, taking into consideration 
    the situation regarding the aquatic environment in each country and region

 Use of recycled water (semiconductors, plating processes)
 Risk assessment on water − −

Promoting product designs and technological 
developments to make recycling easy

Reduction of waste in production activities and
efficient use of natural resources 

Reduction of use of water in production 
activities

Establishing a Recycling-based Society

Effective use of resources and reduction of packag-
ing and wrapping materials in logistics activities

 Enhanced environment committee activities in and outside of Japan for the execution of activities
    to ensure the top-level environmental performance of different countries and regions 

 Complying with the environment-related laws of different countries and regions, and strengthening
    environmental risk prevention activities

 Enhancing and promoting consolidated environmental management
 Acquisition of EMS external certification at overseas production bases
 Appropriate treatment of PCBs

− −

 Enhancing further cooperation with suppliers and promoting global activities
   to improve the environment together

 Deployment of environmental information to partner companies
 Actual-location study activities with partner companies − −

 Expansion of the introduction of low-emission vehicles in each country and region  Expansion of the introduction of low-emission vehicles −
Tokai Rika

44.4%

 Promotion of enlightenment for awareness regarding environmental preservation, through 
    global environmental education

 Environment for training key persons through education
 Development of enlightenment activities during environment month − −

 Further enhancing the content of information disclosure related to environment
 Enhancing environmental communication activities in each region

 Issuing of the Tokai Rika Report and Eco Data File
 Hosting of local social gatherings − −

Enhancing and promoting consolidated 
environment management

Improvement of the urban air environment 
in each country and region

Enhancing global employee education 
/ enlightenment activities

Promotion of environmental activities in 
cooperation with business partners

Proactive disclosure of environment information 
and enhancement of communication activities

Environmental Management
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